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いいが、こうやって束ねんだぞ
    （森小学校５・６年生が学習田の稲刈り）



Tome 2

登
米
市
斎
場
（
新
火
葬
場
）
の

運
用
開
始

　
市
で
は
、
迫
町
佐
沼
字
沼
向
地

内
に
既
存
施
設
を
稼
動
さ
せ
な
が

ら「
登
米
市
斎
場（
新
火
葬
場
）
」の

建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
　11

月
か
ら
新
火
葬
場
の
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
旧
火
葬
場
の
解

体
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

【図１】登米市斎場平面図

11月
から

　
こ
れ
ま
で
３
基
だ
っ
た
火
葬
炉

を
４
基
に
増
設
し
た
こ
と
で
、
年

間
約
１
０
０
０
件
だ
っ
た
火
葬
件

数
が
、
約
１
３
５
０
件
対
応
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
新
火
葬
場
は
、
北
側
に
待
合
室
、

南
側
に
火
葬
棟
、
中
央
部
に
ホ
ー

ル
が
配
置
【
図
１
】
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
中
央
部
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

午後午前

１：００９：００

１：２０９：２０

１：４０９：４０

２：００１０：００

【火葬開始時間】

使　用　料
単 位区　分

市民以外市　民

20,000円10,000円１ 体15歳以上

火　葬

①

16,000円8,000円１ 体15歳未満②

10,000円5,000円１ 体死産児③

16,000円8,000円１ 炉改葬④

10,000円5,000円１梱包身体の一部など⑤

10,000円5,000円１　室待合室⑥

※備考
　（１）「15歳以上」および「15歳未満」の区分は、死亡時における満年
　　　齢によります。
　（２）市民とは、①・②については死亡者、③については死産児の父もし
　　　くは母、④・⑤については利用者が登米市の住民基本台帳に記載
　　　または外国人登録原票に登録されている人をいいます。 ⑥におけ
　　　る「市民」とは、利用区分の①～⑤によります。
　（３）「待合室」の利用時間は、焼骨の引き取りが終了するまでの時間
　　　とします。

【表１】新火葬料金表（１１月１日から）

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
火
葬
炉
前

で
収
骨
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た

に
収
骨
室
を
２
室
設
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
火
葬
場
の
火
葬
料
金

な
ど
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
す
。

で
の
車
の
乗
降
な
ど
は
、

旧
施
設
の
解
体
が
終
了
す

る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
解
体
作
業
期
間
中
、
会

葬
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
待

合
室
の
北
側
出
入
り
口
の

　
待
合
室
は
、
１
部
屋
約
　
畳
の

５０

広
さ
と
な
り
、
４
部
屋
す
べ
て
洋

室
（
い
す
席
）
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
の
お
別
れ
の
場
と
な
る
告

別
室
は
、
約
１
０
０
畳
の
広
さ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 棺
 は
、

ひ
つ
ぎ

事
務
室
脇
の
出
入
り
口
を
使
用
し

ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
旧
施
設
の
解
体
で
は
、
特
に
煙

突
の
撤
去
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
外
構
工
事
も
含
め
た
最

終
的
な
完
成
時
期
は
、
来
年
３
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
火
葬
場
整
備
推
進
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
５
３

５８

旧
施
設
の
解
体
終
了
ま
で

出
入
り
口
は

待
合
室
北
側
の
利
用
を

火
葬
炉
数
が

３
基
か
ら
４
基
に

待
合
室
の
広
さ
は

こ
れ
ま
で
の
約
５
倍

3 Oct.2008

子育てサポーター入門講座  受講生募集

※すべて受講した人には、修了証書を交付します。

【講座日程・内容】

　市教育委員会では、地域において子育てを支援していただける人材育成を目的に、次のとおり講座を開講

します。子育てサポーターとしての基礎知識を学んでいただく講座です。多くの皆さんのご参加をお待ちし

ています。

内　容　（講義、演習、情報交換など）日　程回

▼子育ての現状と子育て支援（講師：子育て支援課）

▼乳幼児への接し方と食育（講師：健康推進課）

１１月１９日
（水）

１

▼子育て支援に生かす絵本とわらべうた
　講師：みやぎ地域家庭教育推進協議会委員
　　　　横田重利さん

▼子どもの事故防止の基礎知識（講師：市消防署）

１２月１７日
（水）

２

▼カウンセリング講習
　講師：県東部教育事務所登米地域事務所
　　　　専門カウンセラー　樋口広思さん　

▼家庭教育「豊楽夢（フォーラム）」
　テーマ：「子育て支援充実のために」ふれあいトー
　クin登米　～みんなで支えよう地域の子育て～
　講師：みやぎ地域家庭教育推進協議会委員

１月１６日
（金）

３

【時間】　午前１０時～午後４時

【場所】　市役所南方庁舎

【対象者】　市内に在住または勤務している人で、子育

　て支援に関心のある人、ボランティアとして子育て

　支援活動をする意欲がある人。

【募集人員】　３０人程度

【受講料】　無料

【申込方法】　電話、ファクシミリ。ファクシミリの場

　合は、住所、氏名、電話番号を記入の上、子育てサ

　ポーター入門講座受講希望と明記してください。な

　お、託児を希望する場合は、お申し出ください。

【募集期間】　１０月２１日（火）～１１月７日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　教育委員会生涯学習課　生涯学習係

　緯 0220（34）2698　　胃 0220（34）2504

秋季ポリオ予防接種予定表

持ち物場　所受付時間月日（曜）地 区

母子健康手帳

ポリオ予防接
種予診票

迫保健センター８：３０～１３：３０

１１月７日（金）

迫
１１月１４日（金）

１１月２１日（金）

１１月２８日（金）

米谷公民館１３：００～１３：３０
１０月２７日（月）登 米

東 和 １２月１日（月）

中田保健福祉会館１３：００～１３：３０

１１月１１日（火）

中 田 １１月１８日（火）

１１月１９日（水）

豊里健康管理センター１３：３０～１４：００
１１月４日（火）豊 里

津 山 １１月１８日（火）

米山総合保健福祉センター１３：００～１３：３０
１１月１２日（水）

米 山
１１月１８日（火）

石越総合支所１３：００～１３：３０
１１月６日（木）

石 越
１１月７日（金）

南方保健センター１３：００～１３：３０
１１月５日（水）

南 方
１１月２５日（火）

　ポリオ予防接種は、個別接種ではなく各総合支所が指定する場所で実

施します。春と秋に期間を限定しての実施となりますので、体調を整え

て接種するようにしましょう。

　※ＢＣＧ予防接種は、定期予防接種の対象期間が生後６カ月未満と短

　いので、未接種の場合はＢＣＧを優先して接種しましょう。

【問い合わせ】

　 ▼各総合支所市民福祉課　健康づくり係

　 ▼市民生活部健康推進課　健康推進係　緯 0220（58）2116

予防接種時に
保護者以外の人が
同伴する際は委任状を

　現在行われている定期予防接種

（ＢＣＧ、ポリオ、三種混合、二種

混合、麻しん風しん、日本脳炎）

には、原則として保護者（父、母、

後見人）の同伴が必要となってい

ます。

　しかし、保護者がやむを得ない

理由により同伴できない場合は、

接種を受けるお子さんの健康状態

を普段からよく知っており、予診

票の内容をよく理解している親族

（祖父母など）が同伴し、予防接種

を受けることも可能です。ただし、

その場合、保護者の委任状が必要

となります。

　委任状の用紙が必要な人には、

各総合支所市民福祉課健康づくり

係でお渡ししますので、事前に用

紙を受け取り、接種されるようお

願いします。

【問い合わせ】

　 ▼各総合支所市民福祉課

　健康づくり係

　 ▼市民生活部健康推進課

　健康推進係

　緯 0220（58）2116



Tome 4

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念
講
演
会

　
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
、
認

知
症
の
人
の
介
護
問
題
が
深
刻
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
皆
さ

ん
に
は
、
人
知
れ
ぬ
不
安
や
悩
み
、

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

同
じ
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
家
族

の
人
が
、
介
護
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん

だ
り
、
抱
え
て
い
る
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
講
演
会
で
す
。

　
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

１３

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

【
場
所
】
　
迫
公
民
館

【
内
容
】
　

　

基
調
講
演

　
▼
演
題
＝
認
知
症
の
人
と
共
に

　
暮
ら
そ
う
～
認
知
症
の
か
た
が

　
安
心
で
き
る
接
し
方
を
知
る
～

　
▼
講
師
＝
こ
だ
ま
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
副
院
長
　
進
藤
克
博
さ
ん

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
花
認

　
知
症
の
人
と
家
族
の
会
宮
城
県

　
支
部
代
表
　
関
東
澄
子
さ
ん

　
▼
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
＝
「
家
族
の

　
会
」会
員
、
介
護
家
族
、
グ
ル
ー

　
プ
ホ
ー
ム
の
職
員

【
申
し
込
み
】
　
最
寄
り
の
地
域
包

　
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
　
　
月
　
日
（
金
）

１０

３１

【
問
い
合
わ
せ
】

　
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課

　
介
護
給
付
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
５
５
５
１

５８

～
認
知
症
の
人
と
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

「
陶
芸
交
流
体
験
教
室
」
参
加
者
募
集

　
初
心
者
向
け
の
陶
芸
教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
１
日
（
土
）
～
３

１１

　
日
（
祝
）
午
前
　
時
～
午
後
３

１０

　
時
（
う
ち
１
時
間
休
憩
）

【
場
所
】
　
津
山
大
萱
沢
陶
芸
生
産

　
施
設（
津
山
町
横
山
字
大
萱
沢
）

【
応
募
資
格
】
　
陶
芸
を
通
じ
て
津

　
山
町
の
陶
芸
団
体
と
交
流
を
し

　
た
い
人

【
指
導
交
流
団
体
】
　

　
不
動
窯
陶
芸
ク
ラ
ブ

【
創
作
内
容
】
　
コ
ッ
プ
、
茶
碗
、

　
皿
、
花
器
な
ど

【
募
集
人
員
】
　
各
日
　
人
１６

　
※
先
着
順

【
参
加
費
】
　
３
０
０
０
円（
１
日
）

　
※
粘
土
３
㎏
、
焼
成
代

　
※
粘
土
は
津
山
土
を
ブ
レ
ン
ド

　
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
　
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ

　
ミ
リ
、
持
参
。
任
意
の
用
紙
ま

　
た
は
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
氏
名

　
③
性
別
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥

　
参
加
希
望
日
⑦
希
望
創
作
作
品

　
名
を
記
入
の
上
、「
陶
芸
交
流

　
体
験
教
室
」
参
加
希
望
と
明
記

　
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
申
込
期
限
】
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

３０

【
そ
の
他
】
　
作
品
は
後
日
、
焼
成

　
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
津
山
総
合
支
所
地
域
生
活
課

　
地
域
係

　
〒
９
８
６

－

０
４
０
１

　
登
米
市
津
山
町
柳
津
字
本
町

　
２
１
８
番
地

　
緯
０
２
２
５
（
　
）
３
１
１
２

６８

　
胃
０
２
２
５
（
　
）
２
４
０
６

６８

～
芸
術
の
秋
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

長沼フートピア公園で自衛隊地震対処訓練

▼

駒の湯温泉倒壊現場での作業
の様子

▼ヘリによる孤立地区
からの住民救助

～ 登米市も参加します ～
　６月１４日に発生した「岩手・宮城内陸地震」で、実際に栗原市で支援活動を行った陸上自衛隊東北方面隊が

１０月３１日と１１月１日の２日間、長沼フートピア公園を会場として大規模地震対処訓練を行います。市としても、

災害時における自衛隊との連携強化を図るため、この訓練に参加します。

　実災害に即した訓練で、普段見ることができませんので、市民皆さんの積極的な参加・参観をお願いします。

【日時・場所・内容】

　恭１０月３１日（金）

　　纂長沼フートピア公園（午前）

　　　 ▼部隊展開訓練

　　纂旧市消防本部（午後）

　　　 ▼人命救出救助訓練

　恭１１月１日（土）

　　纂長沼フートピア公園（午前１０時～）

　　　 ▼ヘリコプターによる孤立集落からの救出輸送訓練

　　　　（自主防災組織のリーダーなどが体験搭乗）

　　　 ▼自衛隊炊事車両を活用した給食・給水訓練

　　　　（自衛隊食を試食できます）

　　　 ▼入浴設備・災害対策車両などの資機材展示

【問い合わせ】

　総務部防災課　防災計画係　緯 0220（22）2130

※訓練は、１０月３１日の朝、大規模

地震が発生したため、登米市が自

衛隊に支援を要請したことを想定

して行われます。そのため、自衛

隊の皆さんは支援要請の連絡を受

けた後、準備をして山形県にある

基地を出発します。登米市到着後、

訓練開始となるため、開始時間は

訓練の進行状況によります。

5 Oct.2008

裁判員制度が始まります
　裁判員制度は、国民の中から選ばれる裁判員が、刑事裁判に参加する制度です。

　６人の裁判員と３人の裁判官が、共に刑事裁判に立ち会い、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合、どのよ

うな刑にするかを判断します。

　国民の皆さんの視点、感覚が、裁判の内容に反映されることになります。その結果、裁判が身近になり、

皆さんの司法に対する理解と信頼が深まることが期待されています。国民一人一人の参加があってこそ成り

立つ制度です。

　選挙人名簿から「裁判員候補者予定者名簿」が作成され、その名簿をもとに裁判所で裁判員が選ばれます。

　登米市でも、平成２１年裁判員割当員数１５８人分の裁判員候補者予定者名簿を、仙台地方裁判所に提出しました。

纂裁判員などの選任手続

裁判の当日裁判の６週間前まで今年の12月ころまで

⑤選任手続

⑥６人の裁判員を選任

閣

③事件ごとに名簿の中からくじによる
　選定
④選任手続期日のお知らせ（呼出状）
　と質問票の送付

閣

①裁判員候補者名簿の作成

②候補者へ通知と調査票の
　送付

⑤選任手続期日のお知らせ（呼
　出状）を受け取った裁判員候
　補者には、選任手続の当日、
　裁判所に来てもらうことにな
　ります。

⑥最終的にその事件の裁判員６
　人をくじで選びます。通常の
　事件であれば、午前中に選任
　手続を終了し、午後から審理
　を開始します。

③事件ごとに裁判員候補者名簿の中から、く
　じで裁判員候補者を選定。くじで選ばれる
　人数は事件ごとに異なりますが、通常、１
　件当たり５０人から１００人程度となります。

④くじで選ばれた裁判員候補者に選任手続期
　日のお知らせ（呼出状）と質問票を送付。呼
　出状には、裁判所に来てもらう日程が記載
　されています。

①各地方裁判所ごとに、管内の
　市町村の選挙管理委員会がく
　じで選んで作成した名簿をも
　とに、翌年の裁判員候補者名
　簿を作成。
②裁判員候補者名簿に記載され
　たことを通知。この通知には、
　調査票が同封されており、裁
　判員になることができない事
　由の有無などについて記入し、
　返送します。

纂裁判員の役割 纂裁判員の選任資格および辞退事由

裁判員は、裁判官と一緒に審理に立ち

会います。

裁判員は、裁判官と一緒に被告人が有

罪か無罪か、有罪の場合、どのような

刑にするかを議論し、決定します。

裁判員は、裁判長が行う判決宣告に立

ち会い、その職務を終えます。

　選挙人名簿に登録されている人であれば、原則とし

て、誰でも裁判員に選ばれます。ただし、欠格事由、

就職禁止事由、不適格事由に該当する人は裁判員にな

れません。

　また、原則として、裁判員を辞退できないことに

なっています。ただし、一定の事由がある場合には裁

判所に申し出をして、その事情が認められれば辞退す

ることができます。

纂裁判員裁判に参加しやすくするための環境整備
　裁判員裁判への参加が皆さんに過度な負担を与えないために、日当や

交通費などの支給、各企業などにおいて裁判員になる場合に対応した休

暇制度を設けるなど、環境づくりが進んでいます。検察官や弁護人も、

迅速で分かりやすい裁判が行われるよう努力しています。

　皆さんが参加することによって、一人一人の感覚や経験に根ざした視点が裁判に反映されます。刑事裁判の役割を

実感できる貴重な機会となるでしょう。裁判員の体験は、自分の暮らす社会について考えるきっかけとなり、健やか

な社会の実現につながっていきます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【裁判員制度に関する問い合わせ】　仙台地方裁判所総務課　緯 022（222）6111

▼▼
平成21

年5月2
1日

判　決

評　議

審　理
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北條　 翔 
しょう

 太 くん
た

（登米町遠見台・宏樹さん）

阿部　 颯  来 ちゃん
そ ら

（登米町鉄山・良和さん）

横澤　 悠  希 くん
はる き

（登米町岡谷地・弘勝さん）

及川　 裕  也 くん
ゆう や

（東和町錦織第３区・稔さん）

千葉　 泉  希 くん
みず き

（東和町米谷第９区・三智子さん）

伊藤　 和  奏 ちゃん
わ かな

（東和町米谷第３区・謙一さん）

髙橋 弥  真  斗 くん
や ま と

（登米町上館・由美さん）

※（　）内には申し出が

あった保護者の名前を掲

載しています。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１０

　
▼
妊
婦
歯
科
相
談
＝
午
前
９
時

　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
▼
一
般
歯
科
相
談
＝
午
後
１
時

　
～
４
時

【
場
所
】
　
市
役
所
南
方
庁
舎
１
階

　
相
談
室
１

【
そ
の
他
】
　
相
談
は
無
料
で
、
予

　
約
制
で
す
。
健
康
推
進
課
の
歯

　
科
医
師
が
対
応
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

　
地
域
保
健
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

月
　
月
のの

歯
科
健
康
相
談

歯
科
健
康
相
談
日日

１１11石
ノ
森
章
太
郎
記
念

石
ノ
森
章
太
郎
記
念
館館

「
シ
ュ
ガ
ー
佐
藤
展

「
シ
ュ
ガ
ー
佐
藤
展
」」

　
中
田
町
出
身
の
漫
画
家
「
シ
ュ

ガ
ー
佐
藤
」
さ
ん
の
特
別
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
石
ノ
森
章
太
郎

先
生
と
同
じ
古
里
で
育
ま
れ
た
感

性
を
表
現
す
る
数
々
の
作
品
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
　
　
月
　
日
（
土
）
～
　

１０

２５

１２

　
月
　
日
（
日
）

１４

【
時
間
】
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

　
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
入
館
料
】
　
大
人
7
0
0
円
・
中

　
学
生
5
0
0
円
・
小
学
生
2
0

　
0
円

　
※
小
学
生
未
満
、
身
体
障
害
者

　（
介
護
人
一
人
同
行
可
）は
無
料

　
※
団
体
割
引
は
　
人
か
ら

２０

【
休
館
日
】
　
毎
週
月
曜
日

　
※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

【
問
い
合
わ
せ
】

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

植
林
体
験
参
加
者
募

植
林
体
験
参
加
者
募
集集

～
み
ど
り
の
森
を
次
の
世

～
み
ど
り
の
森
を
次
の
世
代代
へ
～
へ
～

　
適
正
に
整
備
さ
れ
た
森
林
は
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温

暖
化
を
防
止
す
る
な
ど
、
人
間
や

地
球
環
境
に
と
っ
て
大
切
な
資
源

で
す
。
こ
の
大
切
な
森
林
を
次
代

へ
残
す
た
め
に
、
市
で
は
「
市
民

参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
植
林
体
験
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
月
）

１１

１０

　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

【
場
所
】
　
 峡
 

は
さ
ま

 山
 （
東
和
町
）

や
ま

【
集
合
場
所
】
　

　
米
川
小
学
校
体
育
館
前

　
※
現
地
に
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

　
移
動

【
集
合
時
間
】
　
午
前
８
時
　
分
５０

【
内
容
】
　
広
葉
樹
の
種
（
ど
ん
ぐ

　
り
）
を
ま
く
作
業

【
参
加
費
】
　
無
料

【
持
参
す
る
物
】
　
長
靴
、
軍
手

【
募
集
人
員
】
　
　
人
程
度

３０

【
申
込
期
限
】
　
　
月
５
日
（
水
）

１１

【
申
込
方
法
】
　
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

　
ミ
リ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

　
話
番
号
を
記
入
の
上
、
市
民
参

　
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
（
植

　
林
体
験
）
参
加
希
望
と
明
記
し

　
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
　
▼
作
業
に
適
し
た
服

　
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

　
米
川
小
の
児
童
も
参
加
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
産
業
経
済
部
農
林
政
策
課

　
林
業
振
興
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
１
６

３４

　
胃
０
２
２
０
（
　
）
2
8
0
1

３４

９月２ ９日の
３歳児健診（３歳
６カ月～７カ月児）で
むし歯がなかった子は、
市内２地区で

１ ８人中７人でした

▲昨年の様子
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第
２
回
国
際
交
流
い
も
煮
会


市
民
ふ
れ
あ
い
歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
火
）

１０

２８

　
午
後
６
時
　
分
～

３０

【
場
所
】

　
登
米
祝
祭
劇
場
　
大
ホ
ー
ル

【
出
演
】
　
市
内
各
地
区
の
ご
当
地

　
ソ
ン
グ
・
市
内
の
民
謡
・
舞
踊

　
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
な
ど

【
入
場
料
】
　
無
料

登
米
法
人
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

コ
ダ
ッ
ク
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

登
米
支
部
第
４
回
写
真
展

　
会
員
が
撮
り
た
め
た
作
品
（
風

景
写
真
な
ど
）
約
　
点
を
展
示
し

６０

ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
１
日
（
土
）
～
３

１１

　
日
（
祝
）
午
前
９
時
～
午
後
６

　
時
（
３
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
場
所
】
　

　
登
米
祝
祭
劇
場
　
小
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
コ
ダ
ッ
ク
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　
登
米
支
部
事
務
局

　（
禍
フ
ォ
ト
プ
ロ
内
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
７
６
８
９

２２

登
米
中
央
商
工
会

講
演
会
参
加
者
募
集

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
水
）

１１

１２

　
午
後
６
時
　
分
～

３０

【
場
所
】
　

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

【
テ
ー
マ
】
　
地
震
体
験
か
ら
伝
え

　
た
い
こ
と

【
演
題
】
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
峠
の
里
の
秋
を
感
じ
て
見
ま
せ

ん
か
。

【
日
時
】
　
　
月
１
日
（
土
）
～
３

１１

　
日
（
祝
）
午
前
　
時
～
午
後
4

１０

　
時
（
３
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

【
場
所
】
　
 幸
  呼
  里
 つ
な
ぎ
ふ
れ
あ

こ
う
 
こ
 
り

　
い
セ
ン
タ
ー
、
瑞
樹
窯
ほ
か

　（
東
和
町
）

【
内
容
】
　

瑞
樹
窯
作
品
展

ク

　
ラ
フ
ト
工
房
作
品
展
示
・
販
売
・

　
製
作
実
演
（
江
戸
 独
  楽
 、
豆
人

ご
 
ま

　
形
、
押
し
花
）

福
祉
作
業
所

　
作
品
（
製
品
）
展
示
・
販
売


　
地
元
農
産
物
な
ど
の
販
売
（
シ

　
イ
タ
ケ
完
熟
ホ
ダ
木
、
リ
ン
ゴ
、

　
野
菜
、
花
、
も
ち
、
き
の
こ
汁

　
な
ど
）

陶
芸
体
験
「
釜
神
さ

　
ま
を
作
ろ
う
」
＝
２
日
午
後
１

　
時
～
２
時
、
先
着
　
人
、
材
料

２０

　
費
（
１
０
０
０
円
）
が
か
か
り

　
ま
す

ド
ラ
ム
缶
炭
焼
き

振

　
る
舞
い
も
ち
つ
き（
１
日
の
み
）、

　
き
の
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
（
２
日
、

　
３
日
、
各
日
先
着
１
０
０
人
）

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＝
２
日
午

　
前
　
時
～
（
リ
コ
ー
ダ
ー
）、
３

１０

　
日
正
午
こ
ろ
（
オ
カ
リ
ナ
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
峠
の
里
・
秋
の
市
実
行
委
員
会

　（
事
務
局
＝
佐
藤
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
５
３
４

４５

第
５
回
「
峠
の
里
・
秋
の
市
」

　
は
ん
と
く
苑
の
利
用
者
と
一
緒

に
走
っ
て
く
れ
る
、
中
学
生
以
上

の
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

【
日
時
】
　
　
月
２
日
（
日
）

１１

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止

【
場
所
】
　
は
ん
と
く
苑（
米
山
町
）

【
コ
ー
ス
】
　
４
・
６
娃
、
３
娃
、

　
１
・
５
娃
、
散
策

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
そ
の
他
】
　
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
、

　
屋
台
形
式
で
の
昼
食
を
兼
ね
た

　「
勤
労
感
謝
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
は
ん
と
く
苑
（
担
当
＝
高
橋
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
２
７

５５

は
ん
と
く
苑
マ
ラ
ソ
ン
大
会

伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集


登
米
法
人
会
女
性
部
会
・
設
立

　
周
年
記
念
講
演
会

１０【
日
時
】
　
　
月
７
日
（
金
）

１１

　
午
後
３
時
　
分
～

３０

【
場
所
】
　

　
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼

【
演
題
】
　
大
事
に
す
る
っ
て
ど
ん

　
な
こ
と
？
　
～
つ
な
ぐ
・
つ
な

　
げ
る
～

【
講
師
】
　
ハ
ー
ト
＆
ア
ー
ト
空
間

　供
Ｂ
Ｅ
Ｉ
僑　
代
表
　
関
口
怜
子

　
さ
ん

　
そ
の
体
験
を
語
る

【
講
師
】
　

　
阪
神
淡
路
大
震
災
記
念
協
会
　

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　
語
り
部
　
谷
川
三
郎
さ
ん

【
参
加
費
】
　
無
料

【
募
集
人
員
】
　
２
０
０
人

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
　
月
７
日
（
金
）

１１

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
登
米
中
央
商
工
会
本
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
３
６
８
１

２２

▲昨年の様子

　
国
際
結
婚
を
し
た
人
や
そ
の
家

族
、
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人
、

在
日
外
国
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
海
外
の
人
た
ち

と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
　
　
月
２
日
（
日
）

１１

　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

【
場
所
】
　
化
女
沼
・
古
代
の
里

　（
大
崎
市
古
川
小
野
）

【
内
容
】
　
い
も
煮
・
新
米
お
に
ぎ

　
り
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
の
交
流
、

　
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

【
参
加
費
】
　
無
料

【
申
し
込
み
】
　
不
要

　
※
直
接
、
会
場
に
お
出
で
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
崎
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
内
）

　
緯
０
２
２
９
（
　
）
２
１
８
１

２２

【
参
加
費
】
　
無
料

【
持
参
す
る
も
の
】
　
新
品
の
フ
ェ

　
イ
ス
タ
オ
ル
１
本
以
上

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
　
月
　
日
（
金
）

１０

３１


・

共
通
事
項

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
登
米
法
人
会

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
６
６
１
７

２２
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発
行
日
　
平
成
2
0
年
１０
月
２
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
 ０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
 ０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

　
　
　
　
№
8
6
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
2
1
日
号

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

　
森
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が

　
月
３
日
、
学
習
田
の
稲
刈
り

１０を
し
ま
し
た
。
森
長
寿
会
の
皆

さ
ん
か
ら
、
か
ま
の
使
い
方
や

稲
の
束
ね
方
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。　１１

月
に
は
、
収
穫
祭
を
す
る
予
定

だ
そ
う
で
す
。

▼
農
家
の
皆
さ
ん
、
今
年
の
お
米

の
出
来
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
▼
今
、
世
の
中
で
は
、
食

の
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
市

内
産
の
お
い
し
い
お
米
や
野
菜
な

ど
を
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
わ
た
し
た
ち
。
本
当
に
幸
せ

だ
な
ぁ
…
と
感
じ
ま
す
。
ご
飯
を

食
べ
る
と
き
に
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
千
葉
）

編
集
室
か
ら

「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/

　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

宮城いきいき学園登米・栗原校

▲昨年の作品展示の様子

【日時】　１１月８日（土）

　午前１１時～午後４時

【場所】　登米祝祭劇場　大ホール

【テーマ】　感動そして感謝

【内容】

　 ▼作品展示（午前１１時～午後４時）

　 ▼ステージ発表（午後１時～４時）

【特別出演】

　和の調べグループ「颯」

【入場料】　無料

【問い合わせ】

　宮城いきいき学園

　登米・栗原校

　文化祭実行委員長：金野七郎

　緯 0228（22）1542

　
白
鳥
ゆ
め
っ
子
保
育
園
園
舎
は
、

太
陽
の
熱
を
利
用
し
た
環
境
に
優

し
い
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
そ
の
仕
組
み
や
効
用
な

ど
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
暮
ら
し
と
地
球
の
環
境
問

題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
　
　
月
　
日
（
土
）

１１

１５

　
午
後
２
時
　
分
～

３０

【
場
所
】
　
白
鳥
ゆ
め
っ
子
保
育
園

　（
迫
町
北
方
）

【
演
題
】
　
パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー

　（
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
）の
仕
組
み
と

　
そ
の
考
え
方

【
申
込
方
法
】
　
電
話

　
※
資
料
な
ど
の
準
備
の
都
合
上
、

　
で
き
る
だ
け
事
前
に
お
申
し
込

　
　
月
８
日
の
「
い
い
歯
デ
ー
」

１１
に
合
わ
せ
て
、
歯
科
健
康
テ
レ
ホ

ン
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
、
県
内
の
開
業
保
険
医

を
中
心
と
す
る
医
師
・
歯
科
医
師

が
お
受
け
し
ま
す
。
歯
に
関
す
る

悩
み
や
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
、
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
　
　
月
７
日
（
金
）

１１

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
※
３
日
以
内
に
、
歯
科
医
師
が

　
直
接
、
相
談
者
に
電
話
で
お
答

　
え
し
ま
す
。

白
鳥
ゆ
め
っ
子
保
育
園

講
演
会
参
加
者
募
集

　
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
白
鳥
ゆ
め
っ
子
保
育
園
（
担
当

　
＝
真
山
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
１
０
８

２２

【
電
話
番
号
】

　
※
県
保
険
医
協
会
内

　
緯
０
２
２（
２
６
５
）
１
６
６
７

【
問
い
合
わ
せ
】

　
県
保
険
医
協
会

　
緯
０
２
２（
２
６
５
）
１
６
６
７

大切な“いのち”を守るため
　 献血にご協力ください

全血

１０：００～１２：００チャチャワールド
い し こ し
※まるごといしこし
まつり会場

11/２
 

１３：００～１６：００

　【問い合わせ】
　　市民生活部健康推進課　健康推進係
　　　緯 0220（58）2116

歯科休日当番医
休日急患当番医

　緯 0220（22）2084（医師会）
月　日

緯 0220（42）2007東和町市 立 米 谷 病 院緯 0220（42）2007東和町市 立 米 谷 病 院11/２

緯 0220（58）2722南方町王 歯 科 医 院緯 0220（29）6060南方町やすらぎの里サンクリニック３

産診療時間　９：００～１７：００
【問い合わせ】　※月曜～金曜日（休日を除く）
　市民生活部健康推進課　緯 0220（58）2116

産診療時間　９：００～１７：００
産休日・夜間診療案内　緯 0229（24）2267（２４時間）

※当番医は、変更になることがあります。各医療機関に確認の上、受診してください。

　
月
８
日
は「
い
い
歯
デ
ー
」

１１

第６回  文 化 祭




